
注文書
(書店印)

ご担当 様

ご
住
所

お
電
話

お
名
前

20190618

冊

法 

藏 

館

仏 教 学法藏館ご注文はFAX：075-371-0458 

本
体
一
三
、〇
〇
〇
円
＋
税

〒600-8153 京都市下京区正面通烏丸東入
TEL 075-343-0458　FAX 075-371-0458
 http://www.hozokan.co.jp   info@hozokan.co.jp

貞
慶
撰『
唯
識
論
尋
思
鈔
』の
研
究

仏
道
篇

I
S
B
N：
9
7
8
-
4
-
8
3
1
8
-
6
3
7
7
-
5
 
 
C3
0
1
5

鎌
倉
初
期
の
著
名
な
唯
識
学
匠
・
貞
慶
が
著
し
た
法
相
論
義
に
関
す
る
総
合
書
（
論
義
抄
）

『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
を
詳
密
に
読
解
し
て
そ
の
仏
道
論
を
闡
明
す
る
。
貴
重
書
に
基
づ
く

翻
刻
読
解
を
も
併
せ
た
、
貞
慶
教
学
の
核
心
に
迫
る
法
相
教
学
研
究
の
記
念
碑
的
論
著
。

鎌
倉
初
期
の
著
名
な
唯
識
学
匠
・
貞
慶
が
著
し
た
法
相
論
義
に
関
す
る
総
合
書
（
論
義
抄
）

『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
を
詳
密
に
読
解
し
て
そ
の
仏
道
論
を
闡
明
す
る
。
貴
重
書
に
基
づ
く

翻
刻
読
解
を
も
併
せ
た
、
貞
慶
教
学
の
核
心
に
迫
る
法
相
教
学
研
究
の
記
念
碑
的
論
著
。

A
５
判・上
製・七
五
〇
頁
　
本
体 

一
三
、〇
〇
〇 

円
＋
税

A
５
判・上
製・七
五
〇
頁
　
本
体 

一
三
、〇
〇
〇 

円
＋
税

楠
　
淳 
證 
著
（
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
）

【
目
次
】

序
　
　
文

凡
　
　
例

序
　
　
論

本
　
　
論

第
一
部
　
貞
慶
の
仏
道
論

第
一
章
　
遁
世
と
仏
道

第
一
節
　
貞
慶
の
遁
世
　

第
二
節
　
貞
慶
消
息「
故
解
脱
房
遣
坂

僧
正
之
許
消
息
之
状
」　

第
三
節
　
遁
世
の
意
義
　

第
二
章
　
論
義
と
仏
道

第
一
節
　
法
相
論
義
の
形
成
と
展
開

第
二
節
　
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

の
成
立

第
三
節
　『
唯
識
論
尋
思
鈔
』撰
述
の
意
義

第
三
章
　
講
式
と
仏
道

第
一
節
　
仏
道
論
よ
り
見
た
伝
灯
法
会

第
二
節
　
貞
慶
撰
述
の
講
式
と
浄
土
信
仰

第
三
節
　
貞
慶
撰
述
の
講
式
と
余
他

の
諸
信
仰

第
二
部
　
貞
慶
教
学（
論
義
）と
仏
道

第
一
章
　
五
姓
成
道
論
の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　
五
姓
各
別
説
の
成
立

第
三
節
　『
尋
思
別
要
』
に
お
け
る
一

乗
融
会
論

第
四
節
　『
尋
思
別
要
』
に
お
け
る
定

姓
二
乗
論
と
無
姓
論

第
五
節
　『
尋
思
別
要
』
に
お
け
る
大

悲
闡
提
論

第
六
節
　
無
性
闡
提
会
通
論

第
七
節
　
む
す
び

第
二
章
　
三
祇
成
道
論
の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　「
摂
在
一
刹
那
」と
仏
道

第
三
節
　「
多
仏
繫
属
」と
仏
道

第
四
節
　
む
す
び

第
三
章
　
浄
土
成
道
論
の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　
多
重
浄
土
論
と
一
四
天
下
論

第
三
節
　
弥
陀
浄
土
信
仰
展
開
の
諸
理
論

第
四
節
　
釈
迦
・
弥
勒
・
観
音
の
三

尊
浄
土
信
仰
の
展
開

第
五
節
　
む
す
び

第
三
部
　『
唯
識
論
尋
思
鈔
』の
翻
刻
読
解
研
究

第
一
章
　「
摂
在
一
刹
那
」の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　『
般
若
臺
談
抄
』の「
摂
在
一

刹
那
」

第
三
節
　『
尋
思
通
要
』の「
摂
在
一
刹
那
」

第
四
節
　
む
す
び

第
二
章
　「
一
仏
繫
属
」の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　『
尋
思
別
要
』の「
菩
薩
種
姓

一
仏
繫
属
有
無
」

第
三
節
　『
尋
思
通
要
』の「
一
仏
繫
属
」

第
四
節
　
む
す
び

第
三
章
　「
変
化
長
時
浄
土
有
無
」の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　
変
化
長
時
浄
土
有
無

第
三
節
　
諸
仏
本
願
取
浄
穢
二
土
差
別

第
四
節
　
知
足
内
院
浄
穢
義

第
五
節
　
西
方
有
異
義

第
六
節
　
む
す
び

第
四
章
　「
命
終
心
相
」の
展
開

第
一
節
　
は
じ
め
に

第
二
節
　
命
終
心
相

第
三
節
　
む
す
び

結
　
　
論

2019年8月刊行

一九
五
六
年
生
ま
れ
。兵
庫
県
出
身
。龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
、

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

龍
谷
大
学
専
任
講
師
、助
教
授
を
経
て
、現
在
、龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
、

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

司
教
、兵
庫
県
出
石
町
福
成
寺
住
職
。専
門
は
仏
教
学
、特
に
唯
識
教
学
。

『
心
要
鈔
講
読
』（
永
田
文
昌
堂
）、『
南
都
学
・
北
嶺
学
の
世
界―

―

法
会

と
仏
道―

―

』（
編
著
、法
蔵
館
）、『
蔵
俊
撰
『
仏
性
論
文
集
』
の
研
究
』（
共

編
著
、
法
藏
館
）
ほ
か
多
数
。

貞
慶
撰『
唯
識
論
尋
思
鈔
』の
研
究

貞
慶
撰『
唯
識
論
尋
思
鈔
』の
研
究

楠
　
淳
證 

著

じ
ょ
う

く
す
の
き

じ
ゅ
ん
し
ょ
う

け
い

せ
ん

ゆ
い

し
き

ろ
ん

じ
ん

し

し
ょ
う

仏
道
篇


